
I．問題と目的

厚生統計協会による『人口動態統計』によれば，

2007年度の離婚件数は25万4,832組で，前年の25万

7,475組より 2,643組減少した．わが国における離婚

件数は 1964年以降毎年増加し，1971年には 10万組

を超えた．その後も増加を続け，1983年をピークに

減少に転じ，1991年から再び増加していたが，2003

年から 4年連続で減少している．2007年度の離婚率

（人口千対）は2.02で，前年の2.04をわずかに下回っ

た．また，親権を行う子ども（満20歳未満の未婚の

子）のいる夫婦の離婚件数は，14万4,758組であり，

親が離婚した未成年の子どもの数は 24万 5,685人で

あった．20歳未満人口における親が離婚した未成年

の子の比率は10.53％であり，離婚件数は減少の傾向

にあるものの，親の離婚を経験した子どもはある一定

の数で増えているということになる．

アメリカでは1960年から1975年の間に夫婦の離婚

率は 2倍になり，1990年代の終わりには，年間 100

万件の離婚が起きるようになった（Kuehn，2001）．

Harvey（2003）は，1990年代には国内の 5割から 6

割の子どもたちが，18歳になるまでのある期間，離
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婚が生じている家庭で過ごしていると指摘している．

このような背景もあり，アメリカでは，1970年代か

ら親の離婚が子どもの精神発達に及ぼす心理的な影響

に関する論議が盛んに行われているが，全体的には，

親の離婚が子どもの精神発達に及ぼす影響についての

一致した意見はないように思われる．親の離婚が子ど

もの精神発達に及ぼす影響に関する見解はさまざまで

あるが，代表的なものとして，その影響は短期的であ

るという意見（Hetherington，1984）や親の離婚は悲

観する出来事ではないという見方（Furstenbergetal，

1991）がある．また，Gatelyetal（1992）のように，

親の離婚を経験した子どもの中には，同世代の子ども

や親が離婚する前と比べて，成熟性，自尊感情，共感

性が向上したという報告もみられる．以上のような指

摘にみられるように，子どもが親同士の諍いから解放

され，同居した親の頑張りによってより良い環境が与

えられれば，子どもの精神的な発達の力は回復し，新

しい環境にも適応できるようになる．つまり，子ども

にとって親の離婚は，精神的な自立を促進する要因と

なるとも言えるだろう．だが，実際はどうであろうか．

子どもである部分を棄却し自立を考えることと背反す

るのは，本当の自分の気持ちを抑えることでもある．

親の離婚の条件等によって異なるものの，親の離婚を

経験した子どもの多くは無意識のうちに感情を抑圧し

て生活する場面が多いと考える．

Wallerstein（1985）は縦断的で質的な調査により，

親の離婚を経験した子どもは，成人しても親が離婚し

た当時の記憶を鮮明に保っており，悲しみや親への憤

り，喪失感を持ち続けていたと指摘している．また，

特に女性は，将来結婚し，子どもがいてもやがては自

分も離婚するのではないかと怖れていたという．

Wallersteinが調査の対象としたのは，親の離婚を経

験した19歳から29歳の男女であった．彼らが青年期

を迎え，恋人や結婚の対象となる異性の相手ができた

ことで，今まで抑えられてきた親への怒りが湧き出し，

親への葛藤が再燃してきたとも考えられる．この

Wallersteinの指摘にならえば，親の離婚を経験した

子どもは本人の意識が及ばない心の深い部分で，親の

離婚の心理的影響を受けていると言う事ができる．ま

た，精神発達の途上の局面において，抑圧されていた

感情が心理的な課題として顕在化する可能性を抱えて

いるのだとも考えられる．親の離婚を経験した子ども

が成人し，他者，特に異性との関係をどのように築い

ていくのかということも，その発達課題の特性の一つ

であるとも言えよう．

本稿の目的は，親の離婚を経験した青年期及び成人

期の人たちの精神発達のプロセスをたどることで「親

の離婚は子どもの精神発達にどのような影響を及ぼす

のか」という問いを検討することである．特に青年期・

成人期の発達課題に焦点をあて，その仮説的知見につ

いて明らかにしたい．その際，Erikson（1950）が指

摘する若い成人期（青年期）における発達課題とされ

る他者との親密性についても着目した．

既述したように，以前と比べればわが国においても，

親の離婚を経験した子どもの数はある一定の割合で増

加している．だが，親の離婚が子どもの精神発達にど

のような心理的影響を及ぼすのかという視点からの研

究は未だに少ない．教育や司法あるいは福祉や医療な

ど，親の離婚を経験した子どもにかかわる者にとって，

親の離婚と子どもの精神発達に関する理解を深めるこ

とは重要なテーマとなろう．なお，研究の方法として

は，親の離婚を経験した主として青年期及び成人期に

ある人たちから得たデータに基づいて仮説的知見を得

る質的研究，その中でも方法論が整っているグラウン

デッド・セオリー・アプローチを使用した．その理由

として，この研究方法論は情報提供者の観点に根付い

た形で，プロセスや行為や相互行為に関する一般化さ

れた抽象的な理論を引き出すことにあり，本研究の目

的に合致したためである．

II．方 法

1．データの収集

インフォーマント（情報の提供者）は大学生を含む

青年期における独身者，そして既婚者を含む成人期に

ある 18歳から 42歳までの 31名の男女が対象となっ

た．調査時期は2007年2月～2008年7月であり，調

査方法は1人あたり50分～80分の半構造化面接であっ

た．インフォーマントの一覧をTable.1に示した．

2．データ収集の手続き

大学生に対するインフォーマントの募集の方法は関

東圏及び東海圏の大学に在籍する学生を対象として，

講義時間等を利用しながら調査の協力の呼びかけを行っ

た．また，各大学の関係者及び個人的な人間関係を通

じて，該当者を紹介してもらった．大学生以外のイン

フォーマントについては，上記と同様に個人的な人間

関係を活用するとともに，ソーシャル・ネットワーキ

ング・サービスを用いた呼びかけも行った．いずれの

方法にせよ，調査の協力に興味を持ってもらった場合

には，メール等を用いて研究の趣旨と面接の大まかな

内容を伝えた．その上で，協力者の了解を得ることが

できた場合は，面接が可能な日時と場所を相談した．

面接場所には，主として大学の構内など公的な機関で
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プライバシーが保てる場所を確保した．面接の当日に

も，研究の趣旨と得られたデータの利用目的，面接を

中断しても今後は不利益を被ることは一切ないことを

協力者に確認し，その上で承諾書にサインをしてもら

い，テープレコーダーへの録音の許可をとった．録音

した面接内容は逐語的にデータを起こしてワープロソ

フトに入力し，個人別の生データとした．なお，本調

査に関する倫理的配慮については，法政大学大学院人

間社会研究科の研究倫理委員会の承認を得ている．

3．半構造化面接の方法

面接の方法は半構造化面接を用いた．調査者が面接

内容を呈示し，調査者が決められた順番で，決められ

た質問をする構造化面接とは異なり，話の流れを協力

者に委ねることができるというのがその主な理由であ

る．半構造化面接の場合，調査者は質問の枠組みを準

備しているがそれにとらわれることなく，協力者との

面接の流れを尊重しながら，相手に問いかけたり，理

解を伝えたりすることによって，面接を深めていくこ

とができる．よって，半構造化面接の方が本研究の趣

親の離婚を経験した子どもの精神発達に関する質的研究
三重看護学誌
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Table.1 インフォーマント一覧

ステップ Info. 年 齢 性 別 属 性
親の離婚

時の年齢
親権者

インフォーマント

の基準

1

1 20歳 女 大学生 14歳 母親

18歳～21歳まで

の学生群

2 18歳 女 大学生 14歳 母親

3 18歳 男 大学生 7歳 父親

4 20歳 男 大学生 10歳 母親

5 21歳 女 大学生 14歳 母親

6 21歳 女 大学生 11歳 母親

7 21歳 女 大学生 17歳 母親

8 22歳 男 大学生 2歳 母親

9 21歳 女 大学生 15歳 母親

10 21歳 女 大学生 8歳 母親

11 19歳 女 専門学校生 3歳 母親

12 18歳 女 通信制高校生 1歳 母親

13 20歳 男 大学生 5歳 母親

14 20歳 女 大学生 5歳 父親

2

15 25歳 女 団体職員 20歳 母親

青年期から成人期

の独身者群

16 25歳 女 会社員 10歳 父親

17 26歳 男 大学生 12歳 母親

18 27歳 男 団体職員 12歳 母親

19 27歳 女 大学院生 20歳 なし

20 30歳 女 会社員 4歳 父親

21 34歳 男 団体職員 6歳 母親

22 29歳 女 会社員 14歳 母親

23 33歳 女 大学院生 不明 母親

24 28歳 女 会社員 9歳 母親

3

25 33歳 女 パートタイマー 7歳 母親

成人期における既

婚および結婚経験

者，未婚の有子者

群

26 28歳 女 主婦 6歳 母親

27 29歳 女 会社員 10歳 母親

28 37歳 女 主婦 10歳 母親

29 42歳 女 主婦 18歳 母親

30 34歳 女 会社員 1歳 母親

31 27歳 女 会社員 8歳 母親



旨に沿うと思われた．調査者があらかじめ準備した質

問は次のようなものとした．なお，質問の内容である

が，対象者の属性によって基本的な項目は踏まえなが

ら，その属性に応じて多少異なる質問を行う場面もあっ

た．代表的な質問項目をTable.2示した．

4．分析の方法と手続き

グラウンデッド・セオリー・アプローチにはその学

派の違いから幾つかの方法がある．ここでは，Strauss

&Corbin（1990）の方法に準ずる手続きにより，グラ

ウンデッド・セオリー・アプローチの分析をすすめる

ことにしたい．分析の進め方であるが，①オープンコー

ディング，②軸足コーディング，③選択コーディング

の段階で行い，コーディングからカテゴリー化のプロ

セスを踏まえたうえで，仮説の生成を行うという手順

とした．

まず，コーディングであるが，「親の離婚は子ども

の精神発達にどのような影響を及ぼすのか」という問

いに着目し，協力者の逐語データについて，その意味

から切片化した．それぞれの切片は，ワープロの原稿

にして，平均2～3行程度であった．次に，それぞれ

の切片に対し，その内容を表す短い単語や語句（コー

ド）をつけた．そして，コーディングされたデータを

比較し，似たもの同士をまとめ，そのまとまりに名前

をつけてカテゴリー（サブ・カテゴリー）を生成した．

さらに，内容的に共通の上位概念で括ることができる

複数のカテゴリーをまとめてグループ化し，新たなカ

テゴリーを編成した．本研究はステップ１～3からな

り，基本的にインフォーマント（以下，Info.）の属

性を拡大しながらカテゴリーを生成・洗練させていく

中で，「親の離婚は子どもの精神発達にどのような影

響を及ぼすのか」という問いについての仮説を生成す

るという構成とした．また，分析の過程では質的研究

の経験者や家族心理学の専門家にもその内容を確認を

行ってもらい，複数の視点でその内容の妥当性を担保

することを行った．

III．結果と考察

1．全体における結果

ステップ1で大学生を対象者に限定してサンプリン

グを行った．ここでは【親の離婚の現前化】，【傷つい

た体験】，【信頼と不信】，【心理社会的サポート】，

【自立と抑うつ】，【親密性への怖れ】，【父親像の空
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Table.2 代表的な質問項目

I．本人のプロフィール 年齢・性別／属性／離婚時の家族構成・現在の家族構成

II．親の離婚をめぐる生活状況

・親御さんが離婚されたのはあなたがおいくつの時で，どんな状況

だったかというところから教えていただけますでしょうか．

・親の離婚の理由をどのように聞いておられますか．

・離婚された後の生活はどのようなものだったのでしょうか．

どのような生活の変化がありましたか．

・同居された方の職業や収入について．

・生活面で助けてくれた人はいましたか．

・親の離婚の悩みを聞いてくれた人はいましたか．

III．別れた側の親との関係

・親権はどなたがとられましたか．

・別れた側の親から養育費は受け取っていましたか．

・別れた側の親との交流はありましたか．

・現在，別れた側の親にはどんな気持ちを持っていますか．

IV．親の離婚と精神発達

・親の離婚のことで自分なりに考え始めたのはいつ頃ですか．

・思春期をどのように過ごされましたか．

・親の離婚のことで，つらかったこと，苦しかったことはどん

なことですか．

・親の離婚が自分に影響を及ぼしているとすれば，どんなこと

がありますか．

・親の離婚を経験したことで，自分にプラスになったと思える

ことはどんなことがありますか．

V．その他

・大学進学にあたって

困難なことはありませんでしたか．

・子どもを産んで育てたことで，親の離婚に対する考え方の変

化はありましたか．



白と希求】，【新しい家族への抵抗】という8つのカテ

ゴリー・グループが得られ，これが中核となり，分析

の大きな枠組みが形成された．ステップ2では，青年

期から成人期にある独身者群を対象者に限定してサン

プリングを行った．ステップ1においてみられた中核

的なカテゴリーを精緻化しながら，新たなカテゴリー

を加え，またカテゴリーの変更や修正を行うという段

階を経ていった．さらに，ステップ3では，成人期に

おける既婚および結婚経験者，未婚の有子者群を対象

とした．ステップ1・2で生成したカテゴリーに新たに

抽出したカテゴリーを加えながら，カテゴリーのグルー

プを精緻化していった．

その結果，13のカテゴリーと60のサブ・カテゴリー

が抽出され，ステップ3をもって理論的飽和に達した

と判断した．Table.3には抽出された13のカテゴリー，

各カテゴリーの関連については図1に示した．
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Table.3 13のカテゴリー一覧

・親の離婚の現前化

・傷つきと喪失の体験

・信頼と不信

・心理社会的サポート

・自立と抑うつ

・思春期の揺らぎ

・親密性への怖れ

・父親像の空白と希求

・新しい家族との葛藤と受け入れ

・異性との依存的な関係

・自己の回復と対峙

・親の離婚の受け入れ

・親の将来の心配

【図1 カテゴリー関連図】
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2．親密性への怖れに関する考察

31名のインフォーマントの発言の分析から，親の

離婚を経験した子どもには個人差があるものの，思春

期から青年期そして成人期の成長の中で，親の離婚か

ら直接的あるいは間接的に影響を受けていることが理

解された．むろん，親の離婚の経験の仕方は31名そ

れぞれに異なる．だが，子どもの精神発達という軸で

考えると，親の離婚を経験した多くのインフォーマン

トが思春期から青年期，そして成人期を経ていく中で，

親の離婚を経験していない人とは違う発達の局面を迎

えるということが確認された．

図1のカテゴリー関連図に示したように，親の離婚
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Table.4 親密性への怖れとサブ・カテゴリー

カテゴリー サブ・カテゴリー インフォーマントの発言

親密性への怖れ

結婚し，離婚するこ

とへの怖れ

・母の話をきいていて，結婚は馬鹿らしいと，本音はそう思って

いて．（Info.1）

・結婚自体，あまり考えないですね．あんまり，いいものじゃな

いなあって．親を見ていて，幸せそうなところを見ていたこと

がない．（Info.2）

・結婚しても他に好きな人ができたら，父親と同じような理由を

つけて離婚をするんじゃないかなと思うんですよ．怖いところ

ですね．（Info.4）

・結婚したら相手の人は逃げていって，家族バラバラになって，

お金だけかかって，子ども育てたら大変と．（Info.5）

異性と親密になるこ

との怖れ

・もし，捨てられたらどうしようとか，嫌われたらどうしようと

かっていう気持があって，怖いですね．（Info.2）

・（恋人と）時間があれば会おうって思いますが，第一優先では

ない．これ以上深入りすると逃げられないなあと思ったら，逃

げたくなりますね．（Info.6）

・あとは，何か友達の彼氏とかだったら，むしろ安心して話せま

す．友達という感覚で割り切れる．すごい，安心して喋れます．

（Info.14）

・何か自分が結婚，出産とか，更年期になった時に，邪険にされ

るんじゃないかと．安心できない．（Info.19）

・そうですね，嫌われるのが怖いみたいな感じですかね．（Info.

22）

他者との距離感

・あんまり自分のことは話さないし，ちょっと一歩踏みとどまる．

（Info.1）

・友達とも若干距離をおいていたのかもしれません．私は一人で，

それなりに人と付き合えればいいと．そう思っていたのかもし

れません．（Info.16）

結婚のハンディ感

・（結婚には）賛成してもらえると思っていないので．私は親が

いないので．母は連絡が取れないし，父も別にって感じの人な

ので．自分が旦那さんの親だったら，反対すると思います．

（Info.19）

・結婚のことで気が楽になったのは，30になったからで，20代

の結婚って，披露宴をやりますよね．で，父がいない．母も車

椅子だから，すごい対外的なことだったから，そういうのをど

うしたらいいかって．（Info.20）

シングル・マザーの

選択

・（親の離婚の影響は）ありますよ，やっぱり．たぶんあたし20

歳ぐらいから，友達とかに，シングルママでいいっていう，シ

ングル・マザーでいいんじゃないかっていう話をしてたんです

よ．（Info.27）

・でも中絶したことで精神的に私は苦しんで精神的なことから排

卵とまったりなどもして，再び妊娠したことがうれしくて出産

しました．（Info.30）

現在の家族の居心地

の悪さ

・だんだん，正直言って今もそうなんですけど，家族団らんって

いうのが嫌なときもあるんです．（Info.29）



を経験した子どもが青年期そして成人期に直面する発

達課題の中心に「親密性への怖れ」があることが理解

された．本稿では，インフォーマントの発言を紹介し

ながら，親の離婚を経験した子どもの精神発達におけ

る「親密性への怖れ」を中心に考察を行いたい．

Table.4に【親密性への怖れ】とサブ・カテゴリー，

そしてインフォーマントの発言を示した．【親密性へ

の怖れ】のサブ・カテゴリーとして，「結婚し，離婚

することへの怖れ」，「異性と親密になることの怖れ」，

「他者との距離感」，「結婚のハンディ感」，「シングル・

マザーの選択」，「現在の家族の居心地の悪さ」の6つ

が得られた．なお，親密性とは Erikson（1950）によ

る若い成年期（成人期）の発達課題であり，“相手

（異性）と相互的な信頼を分かち合うことができ，ま

たそうする意思があること”と示されている．この指

摘を現代の青年たちにあてはめると，20代半ばから

30代にかけて，主として異性との親密な関係を獲得

し，やがては結婚し家庭をもつための準備をする時期

であるとも言えよう．だが，今回の調査においては，

多くのインフォーマントがこの「親密性への怖れ」，

つまり特に異性を主とした他者との間心理的な深い関

係を築いていくことへの抵抗感や怖れを感じているこ

とが明らかになった．

18歳～21歳までの学生群において，「結婚し，離婚

することへの怖れ」，「異性と親密になることの怖れ」，

「他者との距離感」という3つのサブ・カテゴリーが

得られ，これを「親密性への怖れ」としてカテゴリー

化した．子どもにとって，親は社会生活を送るうえで

のモデル的な存在でもある．親同士あるいは親と自分

との関係，さらには親の振る舞いを通して男性性や女

性性を身につける機会となり，また異性との交際にお

ける規範的な存在ともなろう．「結婚自体，あまり考

えないですね．あんまり，いいものじゃないなあって．

親を見ていて，幸せそうなところを見ていたことがな

い．（Info.2）」という発言は，結婚という関係が破綻

した両親の姿を目の当たりにした子どもの率直な感想

とも言えよう．また，「（恋人と）時間があれば会おうっ

て思いますが，第一優先ではない．これ以上深入りす

ると逃げられないなあと思ったら，逃げたくなります

ね．（Info.6）」という異性と親密になることへの抵抗

は，父親を男性像としてみた場合に，その父親を信じ

ることができないことから，男性に対して抵抗感が生

じるものと思われる．

青年期及び成人期における独身者において，「結婚

のハンディ感」というサブ・カテゴリーが抽出された．

「結婚のことで気が楽になったのは，30になったから

で，20代の結婚って，披露宴をやりますよね．で，

父がいない．母も車椅子だから，すごい対外的なこと

だったから，そういうのをどうしたらいいかって．

（Info.20）」という発言にみるように，結婚を対外的

なイベントととらえると，両親がいないことがハンディ

感になることはあるだろう．親の離婚を経験した人が

結婚に慎重になるのは，親のように結婚を失敗したく

ないという気持ちからばかりではない．このように，

社会人として生活していくうえで，対外的な事情が関

与している場合もある．

成人期の既婚および結婚経験者，未婚の有子者群に

おいて，「シングル・マザーの選択」，「現在の家族で

の居心地の悪さ」が【親密性の怖れ】のサブ・カテゴ

リーとして抽出された．「（親の離婚の影響は）ありま

すよ，やっぱり．たぶんあたし20歳ぐらいから，友

達とかに，シングルママでいいっていう，シングル・

マザーでいいんじゃないかっていう話をしてたんです

よ．（Info.27）」とはシングル・マザーとして幼い子

どもの子育てをしているInfo.の発言である．彼女に

よれば，妊娠を知った時も相手の男性と結婚する意志

はなく，それは「結婚は永遠のものじゃない」という

考えがあるからだという．また，「だんだん，正直言っ

て今もそうなんですけど，家族団らんっていうのが嫌

なときもあるんです．（Info.29）」という子どもが 2

人いる女性のInfo.の現在の家族と居る時の居心地の

悪さに関する発言もみられた．

3．親の離婚を経験した子どもの精神発達についての

考察－親密性への怖れを中心に－

青年期あるいは成人期にあるインフォーマントから

恋愛あるいは結婚の話題が出ると，多くの人たちが異

性と親密になることへの怖れを問題と感じていた．酒

井ら（2006）は，成人期の愛着スタイルのモデルを，

“自己の次元では関係不安（関係に対する不安からそ

の関係を解消されてしまうのではないかという，見捨

てられ不安），他者の次元では親密性の回避（他者が

自分を受け入れてくれるか否か）”という2つに分け

て説明している． 愛着理論については， Bowlby

（1969）による成書等に詳しいが，たしかに，乳幼児

期ばかりではなく，幼児期から思春期における養育者

との安定した人間関係は，子どものパーソナリティの

形成にきわめて重要である．親から愛されていること

を実感し，自分が守られていることを実感することで

子どもは親を信頼する．その親への信頼感や絆は，自

己存在感や自己肯定感，自尊心といった自己概念の形

成につながり，対人関係にも大きく影響する．むろん，

親との信頼関係があるゆえに，親に反抗し，親との心

理的な別離を経験することも，親から自立することの
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大切な課題でもある．だが，親の離婚を経験した子ど

もは，そのような機会を奪われる事態に直面しやすい

とも言える．

「もし，捨てられたらどうしようとか，嫌われたら

どうしようとかっていう気持があって，怖いですね」

というのは10代の女性のインフォーマントの言葉で

ある．彼女は母親の決断により暴力的な父親から逃れ

ることはできたものの，現在も父親への恐怖心をぬぐ

いとることができず，男性に対しては身構えてしまう

のだという．「何か自分が結婚，出産とか，更年期に

なった時に，邪険にされるんじゃないかと．安心でき

ない」というのは20歳代後半の女性のインフォーマ

ントの発言である．両親同士の浮気が原因で離婚に至っ

た彼女にとっては，夫婦がお互いを信頼しあうことを

肌で感じるのには程遠く，親への不信感だけが残って

しまったということになるであろう．また，「（結婚に

は）賛成してもらえると思っていないので．私は親が

いないので．母は連絡が取れないし，父も別にって感

じの人なので．自分が旦那さんの親だったら，反対す

ると思います」というのは彼女にとって親がいないこ

とは現実的な社会生活のうえでハンディとなり，結果

的には結婚にも身構えてしまうという状況となってい

る．親の離婚が現実的な生活に残した影響であるとも

言えよう．

長期的にみれば，親の離婚は子どもが青年期あるい

は成人期を迎える段階において「親密性への怖れ」と

してその影響が顕在化される場合があることが明らか

になった．このことについて，Wallerstein（1989）は

潜在的な影響（sleepereffect）と説明しており，両親

の離婚によって人間関係に対する不安と恐怖心を植え

つけられ，それを心の奥深くに押しやった経緯がある

としている．もちろん，その程度の差には個人差があ

り，たとえそのような心理的な抵抗感を覚えていても，

よき伴侶にめぐり合い幸せな結婚生活を送っている人

もいる．また，異性との付き合いが不安定になること

は多くの青年が共有することでもあろう．だが，親の

離婚は少なくとも，異性との付き合いが深まる青年期

そして成人期において，親同士の関係あるいは親と自

分との関係を省みる出来事として再現されるのではな

いだろうか．それは，自分のルーツをたどり，原家族

を振り返ることで，今までの自分を吟味する一つの作

業であるのかもしれない．

おわりに

親の離婚は親同士の問題であり，親の離婚に起因す

る子どもの心理的な問題の多くは，親が離婚する前の

家庭環境が大きく関与している．親の離婚は子どもに

とって過酷な体験ともなりうるが，子どもの側にとっ

て，何らかの支持的環境の支え，あるいは内面を強化

する要素が得られるならば，離婚のストレスを跳ね返

す自らの弾力性・回復力が活性化する．今後は，そう

いった子どもの成長力を支える社会的・心理的な支え

のあり方について検討し，実践を重ねていきたいと考

える．
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要 旨

本研究の目的は，わが国における親の離婚を経験した子どもの精神発達について検討を行い，

理解を深めることである．親の離婚を経験した18歳から42歳までの31名の男女を対象として，

半構造化面接を行い，そのデータをグラウンデッド・セオリー・アプローチによって分析を行っ

た．インフォーマント（情報の提供者）は大学生を含む青年期における独身者，そして既婚者

を含む成人期にある人も対象とした．

その結果，13のカテゴリーと60の下位カテゴリーが抽出された．13のカテゴリーは，【親

の離婚の現前化】【傷つきと喪失の体験】【信頼と不信】【心理社会的サポート】【自立と抑

うつ】【思春期の揺らぎ】【親密性への怖れ】【父親像の空白と希求】【新しい家族との葛藤

と受け入れ】【異性との依存的な関係】【自己の回復と対峙】【親の離婚の受け入れ】【親の

将来の心配】であった．

中心的なカテゴリーとなった他者との親密性の怖れは，親の離婚が子どもに与える心理的な

影響の一つである．これは，親同士の争いやその期間の長さによる．さらに，結婚を考える時

期になると，特に女性にとっては親がいないことが結婚のハンディ感となり，異性と親密にな

ることの怖れとして表出されていることが理解された．

キーワード :親の離婚 精神発達 親密性への怖れ グラウンデッド・セオリー・アプローチ

成人期


